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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
指
定
代
理
納
付
者
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
代
理
納
付
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

ヤ
フ
ー
株
式
会
社

東
京
都
港
区
赤
坂
九
丁
目
七
番
一
号

二
　
指
定
代
理
納
付
者
に
代
理
納
付
さ
せ
る
歳
入

寄
附
金
歳
入
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
納
付
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

三
　
指
定
代
理
納
付
者
が
代
理
納
付
の
対
象
と
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
種
類

次
の
国
際
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
付
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｃ
ａ
ｒ
ｄ

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｊ
Ｃ
Ｂ

四
　
指
定
代
理
納
付
者
に
代
理
納
付
さ
せ
る
期
間

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
七
号

山
梨
県
土
地
利
用
基
本
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十

二
号
）
第
九
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
変
更
に
係
る
事
項

山
梨
県
土
地
利
用
基
本
計
画
の
計
画
書
の
変
更

二
　
変
更
内
容

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
は
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
図
書
を
山
梨
県
知
事
政
策
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
百
八
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）
第
百
六
十
七
条

の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
度
に
山
梨
県
が
契
約
を
締
結
す
る
建
設
工
事
の
請
負

に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定

め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
調
達
契
約
に
係
る
一
般
競
争

入
札
（
以
下
単
に
「
一
般
競
争
入
札
」
と
い
う
。）
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
に
つ
い
て
次
の

と
お
り
定
め
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
、
一
般

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
十
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

二
一
三

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
二
年

三
月
二
十
九
日

第
二
千
二
十
九
号

月　曜　日



競
争
入
札
の
参
加
資
格
に
関
す
る
審
査
（
以
下
「
資
格
審
査
」
と
い
う
。）
を
受
け
、
資
格
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

１
　
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者

２
　
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
者

３
　
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い

な
い
者

４
　
資
格
審
査
の
申
請
を
行
う
日
（
以
下
「
申
請
日
」
と
い
う
。）
の
直
前
に
到
来
す
る
事
業
年
度

の
終
了
の
日
に
お
い
て
引
き
続
き
一
年
以
上
建
設
業
を
営
ん
で
い
な
い
者

５
　
申
請
日
か
ら
一
年
七
月
前
の
日
以
降
の
日
を
審
査
基
準
日
と
す
る
建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
二

十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
に
関
す
る
客
観
的
事
項
に
つ
い
て
の
審
査
（
以
下
「
経
営
事
項

審
査
」
と
い
う
。）
を
受
け
て
い
な
い
者

二
　
資
格
審
査
の
申
請
の
方
法

１
　
資
格
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書
（
第
一
号
様
式
）

（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（一）

一
の
５
の
経
営
事
項
審
査
の
結
果
通
知
書
の
写
し

（二）

工
事
経
歴
書
（
第
二
号
様
式
）

（三）

営
業
所
一
覧
表
（
第
三
号
様
式
）

（四）

建
設
業
許
可
通
知
書
の
写
し

（五）

法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

（六）

身
分
証
明
書
（
個
人
の
場
合
）

（七）

納
税
証
明
書
（
申
請
日
の
直
前
の
県
税
及
び
消
費
税
に
係
る
も
の
）

（八）

契
約
を
締
結
す
る
権
限
を
委
任
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
委
任
状

２
　
申
請
書
及
び
添
付
書
類
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
県
土
整
備
総
務
課
（
郵
便
番
号
四
〇
〇
│
八

五
〇
一
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
電
話
〇
五
五
│
二
二
三
│
一
六
七
三
）
に

あ
ら
か
じ
め
連
絡
の
上
持
参
す
る
こ
と
。

３
　
申
請
書
及
び
添
付
書
類
は
、
日
本
語
で
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
　
資
格
の
有
効
期
間

資
格
の
有
効
期
間
は
、
資
格
を
認
定
し
た
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

四
　
変
更
等
の
届
出

申
請
書
の
提
出
後
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
又
は
営
業
を
停
止
し
、
休
止
し
、

若
し
く
は
廃
止
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
　
商
号
又
は
名
称

２
　
代
表
者
又
は
代
理
人

３
　
所
在
地
又
は
住
所

４
　
そ
の
他
営
業
に
関
し
重
要
な
事
項

五
　
資
格
の
取
消
し

知
事
は
、
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
資
格

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

１
　
一
の
１
か
ら
３
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

２
　
一
の
５
の
経
営
事
項
審
査
を
継
続
し
て
受
け
な
か
っ
た
と
き
。

３
　
申
請
書
又
は
そ
の
添
付
書
類
に
故
意
に
虚
偽
の
記
載
を
し
た
と
き
。

六
　
資
格
の
有
効
期
間
の
更
新
手
続

山
梨
県
に
お
い
て
一
般
競
争
入
札
が
見
込
ま
れ
る
年
度
に
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要

な
資
格
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
の
で
、
当
該
公
示
に
基
づ
き
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

七
　
そ
の
他

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
建
設
工
事
等
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等

（
平
成
二
十
年
山
梨
県
告
示
第
百
十
七
号
）
に
基
づ
き
資
格
を
有
す
る
者
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の

日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
（
当
該
資
格
が
効
力
を
有
す
る
間
に
限
る
。）
こ

の
告
示
に
基
づ
く
資
格
を
有
す
る
者
と
み
な
す
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
十
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

二
一
四



表
１山

梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
十
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

二
一
五

第１号様式



表
２ 山

梨
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梨
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２
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梨
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３
号
様
式



山
梨
県
告
示
第
百
九
号

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
第
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
歴
史
文
化
公
園
の
保
全
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
概
要
を
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

名
　
　
　
　
　
称

保
全
に
関
す
る
計
画

活
用
に
関
す
る
計
画

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
甲
州
市
の
条
例
に
基
づ
く
一
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
に
よ

園
「
え
ん
ざ
ん
」

文
化
財
の
保
存
活
用

る
観
光
に
関
す
る
宣
伝
及
び
広

二
　
藤
木
道
祖
神
祭
保
全
会
等

報

に
よ
る
伝
統
芸
能
の
伝
承

二
　
熊
野
神
社
及
び
藤
木
道
祖
神

三
　
塩
ノ
山
、
向
嶽
寺
及
び
白

祭
の
継
承
と
振
興

髭
神
社
周
辺
の
清
掃
活
動

四
　
塩
山
ふ
れ
あ
い
の
森
総
合

公
園
内
の
清
掃
活
動

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
名
勝
猿
橋
の
整
備
事
業

一
　
案
内
板
、
解
説
板
、
標
識
の

園
「
猿
橋
・
岩
殿
」

二
　
岩
殿
城
跡
の
整
備
事
業

設
置
に
よ
る
活
用
の
推
進

二
　
祭
及
び
行
事
の
保
存
及
び
継

承
の
た
め
の
後
継
者
育
成

三
　
歴
史
文
化
公
園
内
コ
ー
ス
の

設
定

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
新
府
城
跡
の
清
掃
そ
の
他
一
　
苗
敷
山
穂
見
神
社
参
道
整
備

園
「
武
田
の
里
」

の
保
存
管
理

及
び
案
内
板
設
置

二
　
白
山
城
跡
遊
歩
道
の
点
検
二
　
武
田
の
里
ま
つ
り
の
継
承
と

整
備

振
興

三
　
願
成
寺
の
維
持
管
理
及
び
三
　
新
府
城
跡
、
武
田
八
幡
宮
及

参
道
等
整
備

び
願
成
寺
を
中
心
と
し
た
観
光

四
　
苗
敷
山
参
道
及
び
神
社
の

振
興

周
辺
整
備

四
　
案
内
板
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

五
　
韮
崎
中
央
公
園
、
午
頭
嶋

に
よ
る
情
報
発
信

公
園
、
観
音
山
公
園
の
維
持

管
理
及
び
清
掃

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
国
分
寺
跡
公
有
化

一
　
案
内
板
等
の
設
置

園
「
桃
の
里
・
甲
斐
い
ち

二
　
国
分
寺
域
確
認
発
掘
調
査
二
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
イ
ラ
ス

の
み
や
」

三
　
寺
社
仏
閣
等
建
造
物
補
修

ト
マ
ッ
プ
の
発
行

四
　
病
虫
害
防
除

三
　
絵
画
教
室
及
び
絵
画
展
の
開

五
　
青
楓
美
術
館
の
整
備

催

六
　
空
き
缶
等
散
乱
防
止
運
動
四
　
桃
の
里
花
祭
り
の
実
施

の
推
進

五
　
郷
土
史
跡
巡
り
及
び
郷
土
研

七
　
環
境
美
化
及
び
花
い
っ
ぱ

究
会
の
開
催

い
運
動
の
推
進

六
　
蜂
城
山
、
大
久
保
山
及
び
山

八
　
屋
外
広
告
物
の
規
制
及
び

宮
遊
歩
道
の
整
備

違
法
建
築
の
監
視
強
化

七
　
祭
及
び
行
事
の
継
承
及
び
振

興

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
銚
子
ヶ
原
及
び
花
鳥
山
の
一
　
観
察
コ
ー
ス
及
び
案
内
板
等

園
「
若
彦
路
の
里
」

施
設
整
備

の
設
置

二
　
有
形
無
形
文
化
財
の
保
存
二
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
イ
ラ
ス

及
び
継
承

ト
マ
ッ
プ
の
発
行

三
　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
の
推
三
　
郷
土
資
料
館
の
充
実
及
び
活

進

用

四
　
空
き
缶
等
散
乱
防
止
運
動
四
　
青
少
年
地
域
活
動
及
び
高
齢

の
推
進

者
学
習
活
動
へ
の
助
成

五
　
保
護
意
識
の
啓
発
及
び
保
五
　
若
彦
路
の
里
レ
デ
ィ
ス
マ
ラ

護
体
制
の
充
実

ソ
ン
等
の
実
施

六
　
自
然
景
観
と
調
和
し
た
開
六
　
東
京
八
代
ふ
る
さ
と
会
の
設

発
に
よ
る
土
地
の
有
効
利
用

立

七
　
環
境
緑
化
活
動
の
推
進

七
　
祭
及
び
行
事
の
継
承
及
び
振

興

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
み
の
ぶ
道
の
修
景
事
業

一
　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事

園
「
森
と
や
す
ら
ぎ
の
里
、
二
　
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
復
活
作
戦

業

み
の
ぶ
・
は
や
か
わ
」

三
　
ミ
ノ
ブ
ザ
ク
ラ
保
護
増
殖
二
　
伝
統
芸
能
伝
承
事
業

事
業

三
　
民
族
資
料
調
査
整
理
事
業

四
　
下
山
城
下
町
文
化
財
等
の
四
　
文
化
財
普
及
啓
蒙
事
業

調
査

五
　
赤
沢
の
家
並
み
の
修
復
と

保
全
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や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
釜
無
川
及
び
信
玄
堤
の
自
一
　
遊
歩
道
及
び
案
内
板
設
置
に

園
「
信
玄
堤
」

然
景
観
及
び
文
化
的
価
値
の

よ
る
公
園
の
特
性
に
応
じ
た
利

維
持
保
全

用

二
　
慈
照
寺
、
山
縣
神
社
及
び
二
　
後
継
者
の
育
成
に
よ
る
祭
及

三
社
神
社
並
び
に
都
市
公
園

び
行
事
等
の
継
承
及
び
振
興

の
保
存
及
び
維
持
管
理

三
　
産
業
の
振
興
と
結
び
つ
い
た

公
園
の
活
用

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
歴
史
的
文
化
資
産
の
保
全
一
　
案
内
板
及
び
解
説
板
の
設
置

園
「
武
田
の
杜
・
甲
府
城

と
維
持

二
　
教
育
文
化
活
動
の
推
進

跡
」

二
　
風
致
景
観
を
守
る
た
め
の
三
　
自
然
観
察
及
び
探
勝
会
の
開

自
主
的
な
規
制

催

三
　
環
境
美
化
活
動
の
推
進

四
　
武
田
史
跡
、
山
裾
の
古
道
等

四
　
自
然
環
境
総
合
調
査
の
実

の
整
備

施

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
一
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

園
「
日
下
部
の
里
」

う
情
報
発
信
機
能
の
充
実

ウ
ォ
ー
ク
の
実
施

二
　
文
化
財
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
二
　
文
化
伝
統
芸
能
の
保
存
育
成

作
成

三
　
花
火
大
会
事
業

三
　
文
化
財
指
導
委
員
の
巡
回
四
　
文
化
財
め
ぐ
り

五
　
根
津
記
念
館
の
運
営

六
　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
甲
州
市
の
条
例
に
よ
る
保
一
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
に
よ

園
「
日
川
渓
谷
と
武
田
の

存
及
び
活
用
の
た
め
の
措
置

る
観
光
に
関
す
る
宣
伝
及
び
広

秘
境
」

二
　
田
野
及
び
木
賊
地
区
老
人

報

ク
ラ
ブ
等
に
よ
る
美
化
清
掃
二
　
田
野
十
二
神
楽
の
継
承
と
振

活
動

興

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
御
坂
路
保
存
対
策
の
検
討
一
　
御
坂
路
復
元
事
業
の
推
進

園
「
御
坂
路
」

二
　
歴
史
的
文
化
的
資
産
の
調
二
　
伝
統
芸
能
、
文
化
財
の
学
習

査
台
帳
作
成

に
よ
る
教
育
文
化
活
動
の
推
進

三
　
風
致
景
観
を
守
る
た
め
の
三
　
案
内
板
、
誘
導
板
の
設
置

山
系
り
ょ
う
線
部
の
巡
視

四
　
郷
土
資
料
館
の
建
設

四
　
町
内
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
五
　
行
者
平
整
備
事
業
等
に
よ
る

緑
化
運
動
及
び
環
境
美
化
活

町
民
い
こ
い
の
場
の
建
設

動
推
進

六
　
石
像
物
調
査
書
の
発
刊

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
甲
斐
金
山
遺
跡
「
中
山
金
一
　
甲
斐
金
山
遺
跡
「
中
山
金
山
」

園
「
木
喰
の
ふ
る
里
」

山
」
保
存
管
理
計
画

整
備
活
用
事
業

二
　
本
栖
湖
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
二
　
中
之
倉
峠
整
備
活
用
事
業

三
　
熊
野
権
現
神
社
本
殿
修
理
三
　
伝
統
芸
能
伝
承
事
業

保
存
計
画

四
　
木
喰
の
里
微
笑
館
周
辺
環
境

四
　
ホ
タ
ル
の
保
護
増
殖

整
備
事
業

五
　
民
族
資
料
調
査
整
理
事
業

六
　
文
化
財
普
及
啓
蒙
事
業

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
指
定
文
化
財
の
指
定
及
び
一
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

園
「
南
部
氏
の
郷
」

保
存

た
情
報
発
信

二
　
公
園
の
美
化
清
掃

二
　
「
南
部
学
」
講
座
の
実
施

三
　
公
園
及
び
文
化
財
等
ガ
イ
三
　
健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
更
新

の
コ
ー
ス
に
歴
史
文
化
資
産
を

活
用

四
　
小
中
学
校
で
の
歴
史
文
化
教

育
の
充
実

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
歴
史
文
化
関
連
公
園
整
備
一
　
平
塩
の
里
を
中
心
と
し
た
小

園
「
甲
斐
源
氏
の
里
」

二
　
歴
史
的
文
化
人
調
査
、
伝

中
学
生
及
び
地
域
住
民
に
よ
る

統
技
術
保
持
者
の
認
定
及
び

美
化
及
び
交
流
活
動

保
存
会
設
置

二
　
祭
の
継
承

三
　
地
域
美
化
活
動
、
史
跡
等
三
　
地
場
産
業
振
興
の
た
め
の
神

保
護
及
び
清
掃
活
動

明
祭
復
活
等

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
サ
ン
パ
ー
ク
ふ
じ
の
整
備
一
　
サ
ン
パ
ー
ク
ふ
じ
の
活
用

園
「
富
士
の
里
」

二
　
吉
田
口
登
山
道
の
清
掃

二
　
吉
田
口
登
山
道
の
活
用

三
　
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
運
動
の
三
　
富
士
山
に
関
わ
る
祭
の
継
承

推
進

四
　
富
士
登
山
競
争
の
開
催

四
　
文
化
財
愛
護
活
動
の
推
進

五
　
自
然
愛
護
運
動
の
推
進

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
お
茶
壺
道
中
及
び
中
津
森
一
　
趣
味
、
体
力
に
応
じ
た
各
種

園
「
つ
る
」

館
跡
の
調
査
及
び
勝
山
城
跡

散
策
コ
ー
ス
の
設
定

の
整
備

二
　
大
名
行
列
（
八
朔
祭
）
の
振
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二
　
都
留
自
然
遊
歩
道
の
整
備

興

三
　
清
掃
活
動
の
推
進

三
　
伝
承
文
化
の
後
継
者
育
成
事

四
　
文
化
財
愛
護
活
動
及
び
自

業

然
愛
護
活
動
の
推
進

四
　
十
日
市
場
・
夏
狩
湧
水
群
に

お
け
る
富
士
の
湧
水
を
利
用
し

た
産
業
の
振
興

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
牧
丘
支
所
及
び
牧
丘
郷
土
一
　
周
遊
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
文

園
「
ま
き
お
か
」

文
化
館
を
活
用
し
た
情
報
発

化
財
め
ぐ
り

信

二
　
公
共
施
設
の
利
用

二
　
文
化
財
指
導
員
や
ボ
ラ
ン
三
　
親
子
連
れ
や
子
育
て
サ
ー
ク

テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る
巡
回

ル
の
利
用
促
進

三
　
地
元
中
学
生
を
対
象
と
し
四
　
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
推
進

た
見
学
会
開
催

五
　
花
か
げ
コ
ー
ラ
ス
大
会
及
び

四
　
説
明
看
板
の
設
置
及
び
広

塩
平
の
獅
子
舞
の
振
興

報
に
よ
る
周
知

六
　
鼓
川
温
泉
灯
籠
祭
等
の
振
興

五
　
各
種
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
美
化
活
動

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
神
社
仏
閣
の
保
存
と
句
碑
一
　
歩
け
歩
け
運
動
、
俳
句
づ
く

園「
心
の
ふ
る
さ
と
境
川
」

の
整
備

り
大
会
の
実
施

二
　
保
護
標
識
板
及
び
案
内
板
二
　
坊
ヶ
峰
太
鼓
の
創
設

の
設
置

三
　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
園
の
活
用

三
　
伝
統
芸
能
の
伝
承
活
動
の
四
　
芸
術
文
化
会
館
の
建
設

推
進

四
　
キ
キ
ョ
ウ
街
道
の
設
定
及

び
緑
化
の
推
進

五
　
全
地
区
美
化
運
動
の
推
進

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
石
塁
及
び
築
石
の
調
査
研
一
　
歴
史
文
化
公
園
散
策
会
の
設

園
「
上
九
一
色
」

究

置

二
　
本
栖
関
所
、
中
道
往
還
及
二
　
学
校
の
歴
史
文
化
教
育
の
強

び
城
山
の
ろ
し
台
の
復
元

化

三
　
美
化
運
動
の
推
進
と
美
化
三
　
郷
土
芸
能
の
伝
承
及
び
中
断

活
動
組
織
の
育
成

し
て
い
る
祭
の
復
活

四
　
新
た
な
文
化
財
の
指
定

四
　
郷
土
資
料
館
の
建
設

五
　
遊
歩
道
の
整
備

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
大
塚
古
墳
群
整
備

一
　
文
化
財
め
ぐ
り
の
開
催

園
「
み
た
ま
の
里
」

二
　
歌
舞
伎
文
化
公
園
の
整
備
二
　
伝
統
芸
能
の
充
実

三
　
景
観
保
全
条
例
の
検
討

三
　
町
民
文
化
資
料
館
活
用
の
推

四
　
美
化
清
掃
運
動
の
推
進

進

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
歴
史
的
文
化
的
資
産
の
総
一
　
町
内
徒
歩
ラ
リ
ー
及
び
高
齢

園
「
富
士
川
舟
運
と
河か

津し

合
的
調
査
及
び
補
修

者
ラ
リ
ー
の
開
催

の
町
・
鰍
沢
」

二
　
郷
土
芸
能
の
伝
承

二
　
大
法
師
さ
く
ら
ま
つ
り
等
の

三
　
景
観
保
全
要
項
の
検
討

振
興

四
　
文
化
財
愛
護
思
想
の
高
揚
三
　
歴
史
民
俗
資
料
館
の
建
設

五
　
高
齢
者
の
社
会
参
加
活
動
四
　
小
中
学
校
の
課
外
活
動
サ
ー

の
推
進

ク
ル
の
育
成
等

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
市
指
定
文
化
財
の
選
定

一
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に

園
「
古
代
甲
斐
の
里
か
す

二
　
指
定
文
化
財
保
存
修
理

よ
る
情
報
発
信

が
い
」

三
　
国
府
関
連
遺
跡
発
掘
調
査
二
　
史
跡
巡
り
の
開
催

四
　
郷
土
館
で
の
保
全

三
　
遺
跡
発
掘
調
査
現
場
説
明
会

五
　
文
化
財
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
四
　
郷
土
館
企
画
展
・
特
別
展
の

作
成
及
び
更
新

開
催

六
　
笛
吹
市
の
条
例
等
に
よ
る
五
　
か
す
が
い
桃
の
花
ま
つ
り
の

規
制

開
催

七
　
環
境
美
化
活
動
の
推
進

六
　
小
中
学
校
の
歴
史
文
化
教
育

の
充
実

七
　
案
内
板
及
び
解
説
板
の
設
置

八
　
休
憩
舎
、
水
飲
み
場
の
施
設

整
備

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
史
跡
谷
戸
城
跡
の
国
史
跡
一
　
案
内
板
及
び
解
説
板
の
設
置

園「
ほ
く
と
　
山
城
の
里
」

指
定
範
囲
拡
大

二
　
博
物
館
施
設
に
よ
る
教
育
普

二
　
歴
史
的
文
化
的
資
産
の
保

及
活
動
の
推
進

全
及
び
維
持

三
　
文
化
財
・
史
跡
め
ぐ
り
の
実

三
　
歴
史
的
文
化
財
に
関
す
る

施

史
料
の
収
集

四
　
文
化
財
指
定
樹
木
等
の
保

護
五
　
中
世
城
館
跡
詳
細
分
布
調

査
及
び
測
量
の
継
続

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
十
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

二
二
一



六
　
中
世
城
館
の
文
化
財
指
定

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公

一
　
甲
州
市
の
条
例
に
基
づ
く
一
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ

園
「
勝
沼
ぶ
ど
う
と
ワ
イ

文
化
財
の
保
全
活
用

る
観
光
に
関
す
る
宣
伝
及
び
広

ン
の
里
」

二
　
勝
沼
地
域
景
観
形
成
ガ
イ

報

ド
ラ
イ
ン
の
策
定

二
　
フ
ッ
ト
パ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
開

三
　
観
光
協
会
等
に
よ
る
清
掃

催

活
動

三
　
藤
切
り
祭
り
の
伝
承
と
振
興

四
　
新
酒
ま
つ
り
の
振
興

山
梨
県
告
示
第
百
十
号

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
第
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
歴
史
文
化
公
園
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示

す
る
。平

成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
歴
史
文
化
公
園
の
名
称
及
び
区
域

名
　
　
　
　
　
　
　
　
称

区
　
　
　
　
　
　
　
　
域

指
定
年
月
日

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
え
ん
ざ
ん
」
甲
州
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
平
成
二
十
二
年

り
）

二
月
十
七
日

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
猿
橋
・
岩

大
月
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

殿
」

り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
武
田
の
里
」
韮
崎
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
桃
の
里
・

笛
吹
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

甲
斐
・
い
ち
の
み
や
」

り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
若
彦
路
の

笛
吹
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

里
」

り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
森
と
や
す

南
巨
摩
郡
早
川
町
の
一
部
及
び
南
同

ら
ぎ
の
里
、
み
の
ぶ
・
は
や
か
わ
」

巨
摩
郡
身
延
町
の
一
部
（
次
の
図

の
と
お
り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
信
玄
堤
」

甲
斐
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
武
田
の
杜

甲
府
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

・
甲
府
城
跡
」

り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
日
下
部
の

山
梨
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

里
」

り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
日
川
渓
谷

甲
州
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

と
武
田
の
秘
境
」

り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
御
坂
路
」

笛
吹
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
木
喰
の
ふ

南
巨
摩
郡
身
延
町
の
一
部
（
次
の
同

る
里
」

図
の
と
お
り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
南
部
氏
の

南
巨
摩
郡
南
部
町
の
一
部
（
次
の
同

郷
」

図
の
と
お
り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
甲
斐
源
氏

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
の
一
部
（
同

の
里
」

次
の
図
の
と
お
り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
富
士
の
里
」
富
士
吉
田
市
の
一
部
（
次
の
図
の
同

と
お
り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
つ
る
」

都
留
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
ま
き
お
か
」
山
梨
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

り
）

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
十
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

二
二
二



や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
心
の
ふ
る

笛
吹
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

さ
と
境
川
」

り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
上
九
一
色
」
甲
府
市
の
一
部
及
び
富
士
河
口
湖
同

町
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
み
た
ま
の

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
の
一
部
（
同

里
」

次
の
図
の
と
お
り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
富
士
川
舟

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
の
一
部
（
次
同

運
と
河か

津し

の
町
・
鰍
沢
」

の
図
の
と
お
り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
古
代
甲
斐

笛
吹
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

の
里
か
す
が
い
」

り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
ほ
く
と

北
杜
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

山
城
の
里
」

り
）

や
ま
な
し
の
歴
史
文
化
公
園
「
勝
沼
ぶ
ど

甲
州
市
の
一
部
（
次
の
図
の
と
お
同

う
と
ワ
イ
ン
の
里
」

り
）

（
「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
美
し
い
県
土
づ
く
り
推
進
室
及
び

関
係
市
町
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
百
十
一
号

歴
史
文
化
公
園
の
保
全
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
告
示
第
百
六
十
六
号
）
は
、

廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
百
十
二
号

歴
史
文
化
公
園
の
保
全
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
（
昭
和
六
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
六
十
号
）
は
、

廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
百
十
三
号

歴
史
文
化
公
園
の
保
全
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
（
昭
和
六
十
三
年
山
梨
県
告
示
第
百
六
十
号
）
は
、

廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
百
十
四
号

歴
史
文
化
公
園
の
保
全
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
（
平
成
元
年
山
梨
県
告
示
第
百
十
八
号
）
は
、
廃

止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
百
十
五
号

歴
史
文
化
公
園
の
保
全
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
（
平
成
十
年
山
梨
県
告
示
第
五
十
一
号
）
は
、
廃

止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
百
十
六
号

歴
史
文
化
公
園
の
保
全
及
び
活
用
に
関
す
る
計
画
（
平
成
十
三
年
山
梨
県
告
示
第
三
十
号
）
は
、
廃

止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
百
十
七
号

歴
史
文
化
公
園
の
指
定
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
告
示
第
百
六
十
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
百
十
八
号

歴
史
文
化
公
園
の
指
定
（
昭
和
六
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
五
十
九
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
十
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

二
二
三



山
梨
県
告
示
第
百
十
九
号

歴
史
文
化
公
園
の
指
定
（
昭
和
六
十
三
年
山
梨
県
告
示
第
百
五
十
九
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
百
二
十
号

歴
史
文
化
公
園
の
指
定
（
平
成
元
年
山
梨
県
告
示
第
百
十
七
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
百
二
十
一
号

歴
史
文
化
公
園
の
指
定
（
平
成
十
年
山
梨
県
告
示
第
五
十
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
百
二
十
二
号

歴
史
文
化
公
園
の
指
定
（
平
成
十
三
年
山
梨
県
告
示
第
二
十
九
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
百
二
十
三
号

山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
に
代
わ

っ
て
県
が
行
っ
た
市
町
村
道
の
改
築
に
関
す
る
工
事
が
完
了
す
る
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

路
線
名

工
　
事
　
区
　
間

工
事
の
種
類

完
　
了
　
年
　
月
　
日

佐
野
線

南
巨
摩
郡
南
部
町
内
船
字
松
山
一

改
良

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十

三
二
七
八
の
一
地
先
か
ら

九
日

南
巨
摩
郡
南
部
町
内
船
字
松
山
一

三
二
四
五
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
二
十
四
号

山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
に
代
わ

っ
て
県
が
行
っ
た
市
町
村
道
の
改
築
に
関
す
る
工
事
が
完
了
す
る
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

路
線
名

工
　
事
　
区
　
間

工
事
の
種
類

完
　
了
　
年
　
月
　
日

奥
山
線

南
巨
摩
郡
南
部
町
福
士
南
又
一
八

改
良

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十

〇
三
五
の
三
地
先
か
ら

九
日

南
巨
摩
郡
南
部
町
福
士
南
又
一
八

〇
一
二
の
二
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
二
十
五
号

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
市
町
村
に
代
わ
っ
て
県
が
設
置
し
た
公
共
下
水
道
の
名
称
、
工
事
の
区
域
又
は
区
間
、
工
事
の
内

容
及
び
工
事
の
完
了
の
日
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
公
共
下
水
道
の
名
称

身
延
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

二
　
工
事
の
区
域
又
は
区
間

身
延
町
飯
富
地
区

三
　
工
事
の
内
容

公
共
下
水
道
の
終
末
処
理
場
の
増
設

四
　
工
事
の
完
了
の
日

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
告
示
第
百
二
十
六
号

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
市
町
村
に
代
わ
っ
て
県
が
設
置
し
た
公
共
下
水
道
の
名
称
、
工
事
の
区
域
又
は
区
間
、
工
事
の
内

容
及
び
工
事
の
完
了
の
日
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
十
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

二
二
四



山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
公
共
下
水
道
の
名
称

身
延
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

二
　
工
事
の
区
域
又
は
区
間

身
延
町
大
字
下
部
、
大
字
上
之
平
及
び
大
字
常
葉

三
　
工
事
の
内
容

公
共
下
水
道
の
幹
線
管
渠
及
び
終
末
処
理
場
の
設
置

四
　
工
事
の
完
了
の
日

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
告
示
第
百
二
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
施
行
者
の
名
称

富
士
吉
田
市

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
富
士
吉
田
市
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
二
年
二
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

昭
和
五
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
六
十
三
号
、
昭
和
五
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
三

号
、
平
成
元
年
山
梨
県
告
示
第
百
九
十
号
、
平
成
五
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
八
十
二
号
、
平
成
七

年
山
梨
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号
、
平
成
十
三
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
十
五
号
、
平
成
十
六
年
山

梨
県
告
示
第
五
百
三
十
八
号
及
び
平
成
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
百
九
十
一
号
の
事
業
地
の
う
ち
富

士
吉
田
市
上
暮
地
一
丁
目
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
二
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
施
行
者
の
名
称

都
留
市

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

都
留
都
市
計
画
下
水
道
事
業
都
留
市
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

平
成
六
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

平
成
六
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
十
三
号
、
平
成
十
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
四
号
、
平
成
十
三
年

山
梨
県
告
示
第
四
十
七
号
、
平
成
十
六
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
七
十
七
号
及
び
平
成
二
十
一
年
山

梨
県
告
示
第
百
十
四
号
の
事
業
地
に
都
留
市
中
央
一
丁
目
、
中
央
二
丁
目
及
び
つ
る
三
丁
目
、
大

字
井
倉
字
馬
場
及
び
字
美
通
並
び
に
大
字
十
日
市
場
字
名
主
目
及
び
字
溝
黒
の
各
一
部
を
加
え
、

同
事
業
地
の
う
ち
都
留
市
上
谷
一
丁
目
、
上
谷
二
丁
目
、
つ
る
四
丁
目
、
つ
る
五
丁
目
及
び
田
原

四
丁
目
、
大
字
小
形
山
字
下
松
葉
、
字
上
松
葉
、
字
宮
脇
及
び
字
立
道
、
大
字
田
野
倉
字
先
の
宮
、

大
字
大
原
字
大
原
、
大
字
川
茂
字
坪
松
並
び
に
大
字
夏
狩
字
曽
里
畑
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変

更
す
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
二
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
施
行
者
の
名
称

西
桂
町

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
西
桂
町
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
十
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

二
二
五



平
成
七
年
七
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

平
成
七
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
九
号
、
平
成
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
二
十
一
号
、
平
成
十

六
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
七
十
六
号
、
平
成
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号
及
び
平
成
十

九
年
山
梨
県
告
示
第
百
八
十
一
号
の
事
業
地
に
西
桂
町
大
字
小
沼
字
本
町
の
一
部
を
加
え
、
同
事

業
地
の
う
ち
大
字
小
沼
字
柿
園
並
び
に
大
字
下
暮
地
字
中
野
の
各
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更

す
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
施
行
者
の
名
称

大
月
市

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

大
月
都
市
計
画
下
水
道
事
業
大
月
市
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

平
成
六
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

平
成
六
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
十
二
号
、
平
成
十
三
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
十
一
号
及
び
平
成

十
六
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
三
十
九
号
の
事
業
地
の
う
ち
、大
月
市
大
字
猿
橋
町
殿
上
字
上
殿
上
、

字
熊
沢
、
字
エ
ン
マ
堂
道
上
、
字
沢
神
、
字
大
栗
山
及
び
字
七
曲
、
桂
台
一
丁
目
、
桂
台
二
丁
目

並
び
に
桂
台
三
丁
目
の
各
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
し
、
同
事
業
地
の
う
ち
大
月
市
大
字
猿

橋
町
殿
上
字
戀
子
、
字
新
土
狩
、
字
日
陰
菖
蒲
、
字
寺
野
上
及
び
字
樒
沢
、
大
字
猿
橋
町
猿
橋
字

梨
木
道
上
、
字
西
小
倉
及
び
字
炭
焼
並
び
に
大
字
猿
橋
町
小
沢
字
二
ツ
石
し
、
字
山
田
及
び
字
小

林
を
削
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
施
行
者
の
名
称

上
野
原
市

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

上
野
原
都
市
計
画
下
水
道
事
業
上
野
原
市
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
四
年
三
月
二
十
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

昭
和
五
十
四
年
山
梨
県
告
示
第
百
十
一
号
の
二
、
昭
和
六
十
年
山
梨
県
告
示
第
百
九
号
、
平
成

七
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
七
十
五
号
、
平
成
十
三
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
十
六
号
、
平
成
十
六
年

山
梨
県
告
示
第
五
百
四
十
号
及
び
平
成
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
百
四
十
一
号
の
事
業
地
の
う
ち
上

野
原
市
大
字
上
野
原
字
新
井
原
、
字
名
土
、
字
小
沢
原
、
字
虎
丸
、
字
砂
流
、
字
西
原
、
字
林
ノ

上
、
字
奈
良
川
戸
、
字
梅
久
保
、
字
新
井
、
字
カ
ヤ
ナ
リ
及
び
字
下
ノ
沢
を
削
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
施
行
者
の
名
称

富
士
河
口
湖
町

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
富
士
河
口
湖
町
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
二
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
十
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

二
二
六



四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

昭
和
五
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
一
号
、
昭
和
五
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
六
十
四
号
、

昭
和
五
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
六
十
五
号
、昭
和
五
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
四
号
、

昭
和
六
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
二
十
一
号
、
平
成
元
年
山
梨
県
告
示
第
四
十
七
号
、
平
成
元

年
山
梨
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号
、
平
成
二
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号
、
平
成
八
年
山
梨

県
告
示
第
二
百
二
十
七
号
、
平
成
八
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
八
号
、
平
成
九
年
山
梨
県
告
示

第
三
十
一
号
、
平
成
十
三
年
度
山
梨
県
告
示
第
二
百
十
四
号
、
平
成
十
七
年
山
梨
県
告
示
第
百
九

十
二
号
及
び
平
成
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
八
十
八
号
の
事
業
地
に
富
士
河
口
湖
町
大
字
小
立

字
上
中
道
、
字
下
中
道
、
字
大
久
根
及
び
字
鼻
曲
石
及
び
大
字
大
石
字
下
吉
原
の
各
一
部
を
加
え
、

同
事
業
地
の
う
ち
大
字
小
立
字
出
口
、
字
季
原
、
字
七
本
桜
、
字
津
花
塚
及
び
字
豆
塚
並
び
に
大

字
大
石
字
湖
中
、
字
鐘
撞
戸
、
字
川
崎
、
字
胡
桃
林
及
び
字
後
藤
の
各
地
内
に
お
い
て
、
事
業
地

を
変
更
す
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
三
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
峡
東
建
設
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
位
置

笛
吹
市
石
和
町
小
石
和
字
神
明
一
五
一
番
一

二
　
道
路
の
幅
員

四
・
五
〇
メ
ー
ト
ル

三
　
道
路
の
延
長

四
〇
・
五
七
メ
ー
ト
ル

公
　
　
　
告

'

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

山
梨
市

二
　
調
査
を
行
っ
た
時
期

山
梨
市
　
平
成
二
十
年
十
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
十
九
日
ま
で

三
　
成
果
の
名
称

地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四
　
調
査
を
行
っ
た
地
域

山
梨
市
大
字
三
富
川
浦
の
一
部
地
区

五
　
認
証
年
月
日

平
成
二
十
二
年
三
月
十
六
日

'

基
本
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年

三
月
四
日
付
け
で
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
作
業
種
類
　
基
本
測
量
（
機
動
観
測
）

二
　
作
業
期
間
　
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三
　
作
業
地
域
　
富
士
吉
田
市
、
南
都
留
郡
鳴
沢
村

'

基
本
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年

三
月
十
一
日
付
け
で
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
作
業
種
類
　
基
本
測
量
（
基
準
点
現
況
調
査
作
業
）

二
　
作
業
期
間
　
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日
ま
で

三
　
作
業
地
域
　
甲
府
市
、
富
士
吉
田
市
、
都
留
市
、
山
梨
市
、
大
月
市
、
韮
崎
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、

甲
斐
市
、
笛
吹
市
、
上
野
原
市
、
甲
州
市
、
中
央
市
、
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
、
南
巨
摩
郡
富
士
川

町
、
南
巨
摩
郡
身
延
町
、
中
巨
摩
郡
昭
和
町
、
南
都
留
郡
西
桂
町
、
南
都
留
郡
忍
野
村
、
南
都
留
郡

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
十
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

二
二
七



山
中
湖
村
、
南
都
留
郡
鳴
沢
村
及
び
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町

'
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

笛
吹
市
春
日
居
町
加
茂
字
榎
町
二
三
四
の
二
、
二
三
九
の
一
、
二
三
九
の
三
、
二
四
〇
、
二
四
一

の
一
、
二
四
二
の
一
、
三
一
一
の
一
、
三
一
一
の
二
、
三
一
一
の
三
、
三
一
一
の
四
、
三
一
二
の

一
、
三
一
二
の
二
、
三
一
四
の
一
、
三
一
四
の
二
、
三
一
四
の
三
、
三
一
五
、
三
一
六
の
一
、
三

一
六
の
二
及
び
三
一
八
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

水
　
　
路

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
及
び
関
係
書
類
を
峡
東
建
設
事
務
所
及
び
笛
吹
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

笛
吹
市
石
和
町
市
部
七
七
七
番
地
　
笛
吹
市
長
　
荻
野
　
正
直

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
二
十
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

二
二
八


